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1 . 目的

全盲の子供たちは、読み書きの手段として点字を使う。

しかし、 小学校に入ったばかりの児童や、 知的障害を

併せ持つ児童にとって点字の習得は難しい。 私は、 2

年前の技術部による「音声式点字タイプ教具」の製作

セミナー に参加し、 熊本県立盲学校での最初の贈呈式

で生徒の喜ぶ姿を目の当たりにして感動した。その後、

全国でこの教具が沢山必要とされていることを知った。

本プロジェクトは、 製作技術を学んで製作した「音声

点字タイプ教具Jを全国各地の盲学校等に寄贈するこ

とで、 ものづくり技術の習得と、 社会貢献を実践し、

日本全国の目が見えない子供たちの学習上の諸問題を

技術で解決・支援することが目的である

2. 実施内容

本年度は、 次のような取組みを行い、 成果を得た。

2.1 教具の作製に向けた準備

－部材の調達

材料の価格をネット通販と店頭調査で比較し、 最も

安いところで材1斗の購入を行った。

部品一つを取っても細かい規格の違いがあり、 適当

な見つくろい方をすると実物と合わずに買い直す必要

が出る等、 予想以上に時間のかかる作業で、あった。

－製作拠点の整備と作業工程の効率化

工学部9号館の改修工事で退去せざるを得なくなった

製作部屋については、 引き続き情報電気電子工学科か

ら1室を無償貸与頂けたので、製作拠点整備を行った。

まず、 購入した部材を分類・整理して製作時に探す手

間が少なくて済むようにした。 また、 本体を組み上げ

るまで基板のはんだ付けにミスがなし、かどうか確認す

る手段が無かったので、 確認周囲路をブレッドボー ド

上に組み、 基板が出来た段階で動作確認できるように

したことで、 完成までの手間をかなり軽減できた。

2.2 教具の製作

基板への部品のはんだ付けや配線の取り付けを行い、

1人l台の完成目標を立てて製作を開始した。製作は、

授業等の空き時間を利用する形で各自が工程管理をし

た。 しかし、 後期になり授業が忙しくなると、 他プロ

ジェクトの手伝い等も重なって製作時間が取れなくな

る人が増えてしまい、 一部のメンバーが製作を引き継

ぐ等でどうにか目標台数を完成させるに至った。
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2.3 完成した教具の寄贈

完成した教具には完成検査を行い、 動作確認と製作

品質についてチェックした。 合格した教具には、 完成

ラベルを内部に貼付した上で、 簡易マニュアノレと一緒

に梱包し（図1）、 3月下旬までに次の10校に贈った。

－北海道札幌盲学校

．北海道函館盲学校

・栃木県立盲学校

－群馬県立盲学校

－横浜市立盲特別支援学校

．石川県立盲学校

－福井県立盲学校

－静岡県立静岡視覚特別支援学校

．高知県立盲学校

・徳島県立盲学校

図1 全国に発送される音声点字教具

2.4他プロジェクトの支援活動

－夏休み高校生向け製作・寄贈イベン卜の指導TA

平成25年8月7日～9日に行われた、 日本学術振興

会「ひらめき食ときめきサイエンス ～ょうこそ大学

の研究室へ I KAKENHI」事業（実施者：工学部技術

部須悪剥｜二職員他3名）に参加した県内の高校生9

名に対して、 教具の製作工程を指導するTAおよび指

導ボランティアとして参加した（図2）。このイベン卜の

成果として8台の教具が寄贈された。 普通科の高校生

は初めてのものづくりとなるため、 分かりやすく楽し

く作れるような指導を心がけた。 参加者へのアンケー








